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 要  旨 
近年，ネットワーク技術や CSCW（Computer Supported Cooperative Work）技術を教育の分野
に応用した CSCL（Computer Supported Collaborative Learning）に関する研究が多く行われて
おり，その中で，グループ学習支援で e-NOTEBOOK システムが注目されている。e-NOTEBOOK シス
テムは，研究開発活動などにおいて情報共有，共同作業，実験・作業記録等で利用するツールで
ある。既に，CSCL システムとして CoVis Collaboratory Notebook，CSILE，SenseMaker KIE，
ReCoNoteなどの e-NOTEBOOKシステムが開発されている。 
これらのシステムでは，各学習者が探求活動において自分の考え，経験などの知識を持ち寄り，
協同データベースを構築する。学習者は，課題や探求内容，疑問などをノートの形式で書き出し，
リンクなどの機能を用いて参照・共有することで，問題を解決し，協調学習が促進される。 
しかし，先に述べたシステムでは以下の問題があげられる。 
① 複数の学習者が書いたノートが増加するに従い，自己の学習に有用なノートを発見するこ
とが困難になる。 
② グループ中で，多数の学習者から，自分の興味に近い嗜好を持つ学習者を見つけるのが困
難である。 
③ 複数の学習者が持ち寄った個人の知識は，共有することによって膨大な量となり，それら
をすべて理解するのは困難である。 
本研究では，これらの問題を改善するために，グループ学習支援として，自動的，かつ，学習
者に負担をかけない方法で，学習者に適切なノートの推薦を行う e-NOTEBOOKシステムを提案・開
発し，その有効性を検討することを目的とする。 
開発した e-NOTEBOOKシステムでは，各学習者の閲覧履歴をネットワーク経由で自動的に収集す
る仕組みを設け，興味・関心を反映させるキーワードベクトルを閲覧履歴とノートの内容から生
成し，さらに，学習者のノートごとの閲覧頻度と閲覧時間を用いて，協調フィルタリング
（collaborative filtering）と内容に基づくフィルタリング（content-based filtering）を組
み合わせて，有用なノートをグループ学習者に推薦した。それにより，問題①を解決できたと考
えられる。また，問題②を解決するために，協調フィルタリングを用いて，学習者の閲覧履歴や
各学習者のノート内容から，興味が近い学習者集団をグループ学習者に推薦した。さらに，同様
に協調フィルタリングを用いて，学習者が効果的に知識を理解するために有効な共有知識のみを
提供・発見する機能を持つ協調学習 NOTEBOOKを実装することにより，問題③を解決した。 
「日本の少子化が留学生にもたらす影響」をテーマとし，留学生を対象に，従来型システムと
本システムの比較実験を行った。その結果，本システムに対して，利用者の評価が高く，有効な
学習支援ができたと言える。 
 
